
令和6年（2024）５月１日発行／山口市議会

市議会だより NO.71

や まぐ ち

山口市議会の総力
定例会特集‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2
議案の審議結果‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5
委員会ア・ラ・カルト‥‥‥‥‥‥ 6
市長に聞きたい ! ‥‥‥‥‥‥‥‥ 8
議会からのお知らせ‥‥‥‥‥‥ 15

6
9

12定例会
3月3月月月



　
こ
の
た
び
、
合
併
後
の
山
口
市
議
会
と
し
て
は
初
め

　
こ
の
た
び
、
合
併
後
の
山
口
市
議
会
と
し
て
は
初
め

て
、
議
長
、
副
議
長
以
外
の
全
議
員
が
本
会
議
の
一
般

て
、
議
長
、
副
議
長
以
外
の
全
議
員
が
本
会
議
の
一
般

質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

　
本
会
議
の
一
般
質
問
で
は
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
、

　
本
会
議
の
一
般
質
問
で
は
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
、

災
害
へ
の
備
え
、
観
光
整
備
、
中
央
消
防
署
整
備
計
画
、

災
害
へ
の
備
え
、
観
光
整
備
、
中
央
消
防
署
整
備
計
画
、

農
山
村
エ
リ
ア
居
住
促
進
基
本
方
針
や
各
種
計
画
、
組

農
山
村
エ
リ
ア
居
住
促
進
基
本
方
針
や
各
種
計
画
、
組

織
改
編
、
行
政
改
革
、
山
口
県
農
業
試
験
場
跡
地
利
用
、

織
改
編
、
行
政
改
革
、
山
口
県
農
業
試
験
場
跡
地
利
用
、

人
口
減
少
対
策
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
、ま
ち
づ
く
り
、

人
口
減
少
対
策
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
、ま
ち
づ
く
り
、

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
対
応
な
ど
、
様
々
な
視
点
か

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
対
応
な
ど
、
様
々
な
視
点
か

ら
の
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ら
の
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

（
８
ペ
ー
ジ
か
ら
の
各
議
員
の
一
般
質
問
・
質
疑
を
参
照
）

（
８
ペ
ー
ジ
か
ら
の
各
議
員
の
一
般
質
問
・
質
疑
を
参
照
）

可決

22件
予算

16件
条例

７件

事件議決

３月３月
定例会定例会

上程された議案

１件

諮問

３件

委員会提出

2024年
2/16～3/14

令和６年度 「ずっと安心  元気山口」予算

一般会計1,092億円過去最大規模！

評価すること！
予算について、議員から様々な意見が出されました

●�山口市タクシー利用券の１乗車あたりの助
成額を乗車料金1,000円当たり300円から400円
に引き上げる点。
※�令和６年度から「おでかけサポートタクシー利用
券」と「福祉タクシー利用券」の名称が「山口市
タクシー利用券」に統一されます。

●�これまで市内統一されていなかった学校給食費
の保護者負担を市内で一番低い１食当たり小学校
240円、中学校280円に統一した。また、現在の
保護者負担から増額とならないよう、公費負担に
よる支援を拡充をする点。
●�市報等の紙媒体では情報が届きにくい若者や子育
て世代に向けて、動画を用いた効果的な情報発信
を行う点。

●�市長定例会見の会場に手話通訳者を配置すると
ともに、録画した動画に手話通訳・字幕を挿入し
て市公式ウェブサイトで配信するなどの合理的配
慮の推進に取り組む点。
●�近年の激甚化・頻発化する大雨災害に対応するた
め、河川治水課を新設し、災害治水対策の総合
的マネジメント機能を強化するとともに、緊急か
つ集中的な河川の浚渫に充実した予算を計上して
いる点。

●�救急隊員の人材育成としてVRゴーグル等を活
用した訓練で、現場での隊員の判断能力の向上を
図ることや、消防団での専用アプリ活用とタブレ
ット端末の試験的な導入などデジタル技術の活用
に取り組む点。
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令和６年度 「ずっと安心  元気山口」予算

過去最大規模！
　令和６年度当初予算を「ずっと安心 元気山口」予算と
位置づけ、市民生活の安心と安全を確保するための物価高
騰への対応や防災・減災の取組の加速化を図ります。また、
合併後の新市のまちづくりの総仕上げを含む後期基本計画
の６つの重点プロジェクトの着実な推進を可能とするため、
過去最大規模となる積極型予算の編成となっています。

予算について知りたい
方は、市ウェブサイト掲
載の「令和６年度当初予
算資料」をご覧ください。

市報４月１日号に特集記
事があります。

指摘・要望！
●�山口市中心市街地周辺地区整備事業、都
市計画基本調査事業は、亀山周辺ゾーン、中
心商店街ゾーン、大内文化ゾーンの道路の美
装化やバリアフリー化、まちなかウォーカブ
ルを推進するための山口駅通りの整備案の作
成等を行うものであり、今後、複数年にわた
って投資・整備を実施することになるとの説
明があったが、高齢化による人口減少で都市
の形態が変わる可
能性もあるため、
関係部局と連携し
てスピード感をも
って取り組むよう
要望する。

●�除雪車やじんかい収集車等の特殊車
両の取得は、実際に稼働する時期の直前に納
車することで、余分な点検費用がかからない
スケジュールとされるよう指摘する。

●�飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費の
助成件数が増えていることか
ら、今後も活用しやすい制度
となるよう、関係団体等と協議
し、必要に応じて助成金交付要
綱の見直しも含めて検討するよ
う要望する。

●�新本庁舎管理業務
に係る債務負担行為
（事業が単年度で終
了せず、後年度にも支出しなければならない
場合に、あらかじめ後年度の債務を約束する
予算を定めること。）の設定について、新本
庁舎のビル管理を、管理会社に一括発注する
「総合管理業務委託」とすることが示された
ことについて、様々な意見が出された。
　・�現庁舎の各管理業務委託の合算と単純に比
較できない。詳細も不透明な部分があり賛
成できない。

　・�現庁舎にない教育委員会、環境部、消防本
部等を集約するため面積が拡大し、保安、
防犯、環境面など別の機能も有する施設と
なることから妥当と考える。

●�部活動地域移行推進事業について、中
学校の生徒や保護者などの不安の声への対応
として、実証事業を早期に実施し、山口市に
合った形でしっかり検討するよう要望する。

●�観光資源活用誘客事業のクリスマスの灯
り拡充事業については、計画性のある整備と
ともに、文化・経済の両面でまちを活性化さ
せるナイトタイムエコノミーの推進を求め
る。
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　新本庁舎の総合管理業務に必要な維持管理費として、令和７年度から令和11年度までの５
年間の債務負担行為限度額13億1,500万円が設定された。これは、現在の維持管理費と比べると５年
間でおおむね10億円の経費増となるものである。
　新本庁舎は現在の本庁舎の２倍以上の床面積で、教育委員会、環境部、消防本部等の施設が集約さ
れるとしてもあまりにも経費が増大しており、その根拠を問いただすも明確な説明が得られたとは言
えない結果となった。

経費増大についてわかりやすい説明を！

市内事業者にこれだけの規模の業務委託を担うことができるのかも疑問であ
り、山口市ふるさと産業振興条例の趣旨を踏まえ、市内事業者が参入しやす
い業務設計を行い、その上で、今後は、詳細な積算に基づいた予算編成や入
札条件に市内事業者への配慮を盛り込むなど、十分な検討を重ね、市民や議
会への丁寧な説明を行った上で予算執行に臨んでいただきたい。

指摘・要望
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３月定例会３月定例会

　会計年度任用職員に対し、通勤手当の誤支給が発生し、対象者に返還を求めることとされた。
　月初めの１日から任用された場合にはその月から支給される通勤手当を、月途中から採用された職員
に対しても、誤ってその月からの通勤手当を支給していた。
　任用時の労働条件の説明や、該当の会計年度任用職員への通勤手当の誤支給に関する説明などが十分
ではなかったことが指摘された。

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

３月定例会３月定例会

会計年度任用職員への通勤手当の誤支給！

　予定工事期間中の悪天候などで工期が伸び、不測の日数を要し、年度内の工事完了とならず
一体発注した事業等も遅延した。また、車両購入に当たり半導体不足で納期が遅延した。さらに、給
付金に関しては、給付対象者の申請が想定を下回ったという理由で大幅な繰り越しとなった。
　議案に対する討論において、いずれの事業も今期定例会での委員会審査の対象とならず、定例会最
終日に追加上程議案となったことは議会軽視とも受け取られることから、今後は公契約の重さを十分
に意識するとともに、複数の所管にかかる事案についてどこの部局が責任をもって管理するのかなど、
組織の在り方についても考慮するよう指摘した。

pickpick
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３月定例会３月定例会

適切な議案提出を！

　子育て支援策として、山口市独自の５つの新たな取組を打ち出した。１点目は、高校生世代
の医療費の無料化、２点目は、第２子以降の保育料の無償化、３点目は、１歳児健診の公費負担化、４点
目は、おたふくかぜワクチン接種の助成、５点目は、学校給食費の公費負担の拡充に取り組むとした。
また、国と連携した児童手当の拡充などに取り組むとし、子育て家庭への経済的支援に係る予算を前
年度比約20％増とした。議会では、令和６年度当初予算において、こうした子育て家庭の負担軽減に
向けた取組の推進が強化されてることについて、評価するとの意見があった。

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

３月定例会３月定例会

子ども・子育て全力応援のまちづくりへ

+・高校生世代の医療費無料化	 ・第２子以降の保育料無償化
・１歳児健診の公費負担化	 ・おたふくかぜワクチン接種の助成
・学校給食費の公費負担拡充

山口市独自の取組
・第３子以降の支給額増額
・支給期間を高校生まで延長

国と連携した児童手当の拡充

前年度比約20％ 増
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■■■■■■全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案議案
予　　　　　算

●令和６年度山口市国民健康保険特別会計予算
●令和６年度山口市介護サービス事業特別会計予算
●令和６年度山口市鋳銭司第二団地整備事業特別会計予算
●令和６年度山口市地域下水道事業特別会計予算
●令和６年度山口市国民宿舎特別会計予算
●令和６年度山口市特別林野特別会計予算
●令和６年度山口市水道事業会計予算
●令和６年度山口市簡易水道事業会計予算
●令和６年度山口市公共下水道事業会計予算
●令和６年度山口市農業集落排水事業会計予算
●令和６年度山口市漁業集落排水事業会計予算
●令和５年度山口市一般会計補正予算（第11号）
●令和５年度山口市国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）
●令和５年度山口市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

●令和５年度山口市介護保険特別会計補正予算（第３号）
●令和５年度山口市鋳銭司第二団地整備事業特別会計補

正予算（第１号）
●令和５年度山口市国民宿舎特別会計補正予算（第２号）
●令和５年度山口市公共下水道事業会計補正予算（第２

号）
●令和５年度山口市一般会計補正予算（第12号）

条　　　　　例
●指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関

する基準等の一部を改正する省令の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例

●漁港漁場整備法及び水産業協同組合法の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

●山口市行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する
条例

●市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部
を改正する条例

●山口市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
る条例

●山口市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
●山口市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例
●山口市使用料、手数料徴収条例の一部を改正する条例
●山口市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
●山口市国民健康保険条例の一部を改正する条例
●山口市水道事業等の設置等に関する条例の一部を改正

する条例
●山口市水道事業給水条例及び山口市阿東簡易水道事業

給水条例の一部を改正する条例
●山口市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する

条例
●山口市吏員恩給条例を廃止する条例
●山口市税条例の一部を改正する条例

事　件　議　決
●山口県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数

の増加及び山口県市町総合事務組合の共同処理する事
務の変更並びに規約の変更に関する協議について

●山口市老人憩の家寿泉荘の指定管理者の指定について
●鋳銭司第二団地用地の売払いについて
●移動式排水ポンプの取得について
●令和５年度山口市一般会計補正予算（第10号）に関す

る専決処分について
●教育委員会の委員の任命について（敬称略）
　　佐藤　真澄（再任）
●公平委員会の委員の選任について（敬称略）
　　小田村　哲（新任）

諮　　　　　問
●人権擁護委員の候補者の推薦について（敬称略）
　　山田　圭介（新任）

委 員 会 提 出
●山口市議会会議規則の一部を改正する規則
●山口市議会委員会条例の一部を改正する条例
●地方自治法第180条第１項の規定による市長専決処分

事項の一部を改正する告示

議案議案のの審議結果審議結果

■■■■■■賛否賛否がが分分かれたかれた議案議案とと審議結果審議結果（○は賛成、×は反対）
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予　　算

令和６年度山口市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度山口市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度山口市介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条　　例 山口市介護保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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て
い
く
。

�

（
担
当
部
局
：
地
域
生
活
部
）

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
報
道
を
契
機
と
し

た
対
応
と
し
て
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
を
見
据
え
、

案
内
表
示
等
の
多
言
語
対
応
や
観
光
案
内
所
で
の
多
言

語
対
応
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
な
ど
、
受
入
環
境
の
整
備
を

行
う
。
そ
の
ほ
か
、
大
内
文
化
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
的・

文
化
的
価
値
を
有
す
る
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
、
本
市
な
ら
で
は
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
高

付
加
価
値
商
品
の
造
成
と
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
通
じ

た
商
品
販
売
、さ
ら
に
は
海
外
現
地
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
実
施
な
ど
、
観
光
誘
客
に
つ
な
が
る
取
組
を
展
開

し
て
い
く
。�
（
担
当
部
局
：
交
流
創
造
部
）

歩
行
者
等
の
安
全
確
保
対
策

生活環境
委員会

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
を
見
据
え
た

観
光
誘
客
対
応

生活環境
委員会

男
性
職
員
の
育
児
休
業

取
得
率
１
０
０
％
を
目
指
す

総務
委員会

　
山
口
市
議
会
で
は
、「
総
務
」「
教
育
民
生
」

「
生
活
環
境
」「
農
林
建
設
」「
予
算
決
算
」

の
常
任
委
員
会
を
設
置
し
、各
委
員
会
が

所
管
す
る
部
局
の
議
案
や
業
務
等
の
審

査・チ
ェッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。

各委員会の所属議員、�
所管する部局、日程など、�
詳しくは市議会ウェブ
サイトに掲載しています。

à̀laatrc
e委員会 ア・ラ・カルト　

男
性
の
育
児
参
加
率
の
向
上
に

向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、

ま
ず
は
、
本
市
の
男
性
職
員
の
育

児
休
業
取
得
率
１
０
０
％
を
目
指

し
て
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
職
員
体
制
、
業
務
執
行

体
制
を
整
え
、
育
児
休
業
を
取
り

や
す
い
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
く
。�（
担
当
部
局
：
総
務
部
）

・�教育委員会で作成している危険箇所
対策カルテとの連携を図っていただ
きたい。

委員の意見

週
休
２
日
工
事
の
導
入

総務
委員会

　
建
設
現
場
に
お
け
る
休
日
の
確
保
に
よ
る
建
設
産
業
従
事

者
の
就
労
環
境
の
改
善
の
た
め
、
本
市
が
発
注
す
る
工
事
に

お
い
て
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
週
休
２
日
工
事
を
導
入
す
る
。

　
建
設
産
業
に
お
け
る
週
休
２
日
の
実
現
に
向
け
て
、
制
度

運
用
を
行
う
中
で
必
要
な
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
建
設
産
業

を
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
の
環
境
整

備
を
図
っ
て
い
く
。�

（
担
当
部
局
：
総
務
部
）

・�部局間で連携を図
り、体制を整えた
上で、取組を推進
していただきたい。

委員の意見
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水
道
事
業
及
び
公
共

下
水
道
事
業
に
お
い
て
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
更

新
や
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
、
令
和
６
年
度

当
初
予
算
で
は
、
２
年

連
続
の
純
損
失
を
見
込

ん
だ
赤
字
予
算
と
な
っ

て
い
る
。

　
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
や
適
切
な
汚
水
処
理

を
続
け
て
い
く
た
め
、
今
後
、
水
道
料
金
等
の
改

定
に
つ
い
て
本
格
的
に
検
討
し
て
い
く
。

�
（
担
当
部
局
：
上
下
水
道
局
）

・�経営が厳しい状況にあることを
市民に理解してもらい、公平性
の観点も踏まえて検討いただき
たい。

委員の意見

河
川
治
水
課
新
設
！

今
後
の
取
組
は

農林建設
委員会

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、

令
和
６
年
度
は
、
定
員
を
２
４
０
人
拡
大
す
る
。
定
員
を

拡
大
す
る
小
学
校
区
の
内
訳
は
、小
郡
小
学
校
区
が
60
人
、

大
内
小
・
大
内
南
小
学
校
区
が
１
２
０
人
、
平
川
小
学
校

区
が
60
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
学
級
を
開
設
す
る
。
小

郡
小
学
校
区
は
４
月
か
ら
、
大
内
小
・
大
内
南
小
学
校
区

と
平
川
小
学
校
区
は
夏
頃
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
川
小
学
校
区
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
の
活
用
に
よ
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
、
助
成
制
度
の
最
終
調
整

を
行
っ
て
お
り
、
補
助
金
交
付
要
綱
の
制
定
後
、
広
く
事
業
者
を
募
集
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
学
級
の
利
用
に
係
る
保
育
料
は
、
市
が
設
置
し
て
い
る
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
と
同
額
と
す
る
。�
（
担
当
部
局
：
こ
ど
も
未
来
部
）

　
河
川
に
関
す
る
事
務
、
浸
水
対
策
に
関
す
る
事
務
を

一
元
化
し
て
司
る
部
署
と
し
て
、
河
川
治
水
課
を
新
設

し
、
市
域
全
体
の
災
害
治
水
対
策
の
総
合
的
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
強
化
や
、
緊
急
か
つ
集
中
的
な
河
川
の
浚
渫

を
推
進
す
る
。
ま
た
、
上
下

水
道
局
と
と
も
に
、
気
候
変

動
の
影
響
を
踏
ま
え
た
下
水

道
に
よ
る
浸
水
対
策
を
実
施

す
べ
き
区
域
や
対
策
目
標
等

を
定
め
る
雨
水
管
理
総
合
計

画
の
策
定
を
行
っ
て
い
く
。

�

（
担
当
部
局
：
都
市
整
備
部
）

民
間
事
業
者
へ
の
助
成
を
通
じ
た

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設

教育民生
委員会

・�予算面が充実しており、今
後の防災・減災対策に期待
したい。

委員の意見

子
育
て
と
介
護
分
野
の
D
X

推
進
の
状
況
は

教育民生
委員会

　
子
育
て
関
連
事
業
の
Ｄ
Ｘ
の
取
組
と
し
て
、
令
和
３
年
７
月
か
ら
提
供
を

開
始
し
た
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
by�

母
子
モ
」
の
機
能
の
充
実
等

に
よ
り
、
ア
プ
リ
か
ら
妊
娠
届
出
や
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
な
ど
利
便
性
の
向
上
及
び
シ
ス
テ
ム
入
力
業
務
の
簡
素
化
を
図
っ
て
い
る
。

�

（
担
当
部
局
：
こ
ど
も
未
来
部
）

　
介
護
分
野
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
介
護
認
定

手
続
に
必
要
な
調
査
票
の
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
事
務
の
効
率
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
介
護
認
定

審
査
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
実
証
的
に
取
り
組
み
、
資
料

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
会
議
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
。

�

（
担
当
部
局
：
健
康
福
祉
部
）

水
道
料
金
等
の
改
定
に
向
け
た
検
討
へ

農林建設
委員会
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

紙
で
紹
介
さ
れ
た
、
山
口
市

の
今
後
の
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
市
は
、
大
内
文
化
を
中
心

と
し
た
歴
史
文
化
を
は
じ
め
、

市
内
21
地
域
が
個
性
あ
る
歴
史
文

化
を
有
し
て
お
り
、「
古
き
良
き
も

の
」
と
、
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
な
ど
で
「
創

造
さ
れ
る
最
先
端
」
の
文
化
芸
術

の
両
極
が
調
和
し
つ
つ
、
ま
ち
に

コ
ン
パ
ク
ト
に
溶
け
込
む
姿
が
本

市
の
魅
力
と
考
え
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
の
紹
介
に
よ

り
、
本
市
の
歴
史
と
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
に
光
が
当
て
ら
れ
た
中
で
、

交
流
人
口
の
増
大
に
伴
う
経
済
波

及
効
果
を
移
住•

定
住
件
数
の
増

加
に
つ
な
げ
、
お
も
て
な
し
の
環

境
づ
く
り
や
情
報
発
信
、
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
取
り
組
む

こ
と
で
「
住
ん

で
よ
し
・
訪
れ

て
よ
し
」
の
ま

ち
づ
く
り
を
進

め
、
ず
っ
と
元

気
な
山
口
を
実

現
し
た
い
。

問答

未来志行山口
椙山 俊哉

文化 あるがままの山口市の歴史と文化のまちづくり

　
　

地
震
や
津
波
へ
の
対
応
、
ま

た
、
昨
年
の
大
雨
災
害
を
踏

ま
え
た
河
川
整
備
や
浸
水
対
策
、

災
害
発
生
時
の
迅
速
な
状
況
把
握

な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
各
地
域
の
防
災
拠
点
と
な
る

総
合
支
所
や
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
、
避
難
所
と
な
る
学
校
施
設

の
耐
震
化
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、

消
防
本
部
に
よ
る
災
害
対
応
機
能

の
強
化
と
併
せ
て
継
続
的
に
防
災

実
働
訓
練
を
実
施
し
て
き
た
。
令

和
６
年
度
は
、
沿
岸
部
の
高
潮
や

津
波
災
害
か
ら
の
避
難
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
調
査
を
予
定
。
昨
年

の
大
雨
災
害
を
踏
ま
え
、
危
険
度

の
高
い
河
川
な
ど
の
浚
渫
を
集
中

的
に
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
河

川
治
水
課
を
新
設
し
、
市
域
全
体

の
災
害
治
水
対
策
の
総
合
的
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

機
能
を
強
化

す
る
こ
と
で

大
雨
、
浸
水

対
策
の
取
組

の
さ
ら
な
る

加
速
化
を
図

る
。 問答

県都創生山口
野島 義正

防災 災害に強いまちづくりに向けた山口市の取組

　
　

公
共
交
通
の
充
実
と
し
て
、

令
和
６
年
度
か
ら
運
転
士
に

対
す
る
直
接
補
助
と
し
て
20
万
円

の
給
付
金
制
度
を
新
設
さ
れ
る
が
、

そ
の
中
身
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
新
卒
者
を
正
規
雇
用
し
た
事

業
者
に
対
し
、
一
人
に
つ
き

20
万
円
を

助
成
す
る

制
度
に
準

ず
る
形
と

し
、
路
線

バ
ス
運
転

士
は
10
名
分
、
タ
ク
シ
ー
運
転
士

は
20
名
分
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　

秋
穂
、
阿
東
地
域
な
ど
の
農

山
村
エ
リ
ア
等
で
は
、
今
後
、

自
動
運
転
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
の

手
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
未
来
を

見
据
え
た
取
組
を
伺
う
。

　
　

令
和
６
年
度
、
徳
地
地
域
で

Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
他
の
地
域
へ

の
横
展
開
も
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○�

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の

報
道
を
契
機
と
し
た
観
光
対
応

問答問答

公明党
其原 義信

交通 公共交通の人材確保と未来を見据えた取組を！

一般質問・質疑

★�議員が何を質問したか読んでみましょう！　★一般質問の制限時間は質問と答弁を合わせて50分です。
★�質問と答弁の映像は各議員の二次元コード 　 から見ることができます。
　※必要な場合には二次元コードリーダーをインストールしてご覧ください。 ※�情報の受信にかかる通信料は利用者負担となります。

市長市長にに聞きたい聞きたい！！
どうなる？ これからの山口市どうなる？ これからの山口市

サンプル

大内文化
まちづくり
推進計画
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２
０
２
３
年
の
生
涯
未
婚
率

は
男
性
約
28
％
、
女
性
約

18
％
で
あ
り
、
２
０
０
０
年
の
男

性
約
13
％
、
女
性
約
６
％
か
ら
激

増
し
て
い
る
。
少
子
化
対
策
の
一

番
の
処
方
箋
は
婚
姻
対
策
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
今
の
20
代
、
30
代

の
出
会
い
の
主
流
と
な
っ
て
い
る

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
企
業
と
連
携

し
た
出
会
い
の
創
出
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
令
和
５
年
度
か
ら
婚
活
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
支
援
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
、
１
件
の
申
請
が
あ
り

58
名
が
参
加
、
９
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
成
立
し
た
。
ま
た
、
農
山
村
エ

リ
ア
で
の
交
流
・
婚
活
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
支
援
も
開
始
し
、
３
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。
今
後
も
引
き
続

き
支
援
を
行
い
た
い
。
あ
わ
せ
て
、

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
活
用
や

企
業
と
の
連

携
に
つ
い
て

は
、
取
組
の

効
果
や
有
効

性
、
課
題
に

つ
い
て
引
き

続
き
研
究
し

て
い
く
。

問答

市民クラブ
部谷 翔大

交流 婚姻対策としてマッチングアプリの活用を！

　
　

令
和
６
年
度
中
に
、
農
山
村

エ
リ
ア
居
住
促
進
計
画
を
ど

の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
策
定

さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　
令
和
６
年
３
月
に
決
定
す
る

山
口
市
農
山
村
エ
リ
ア
居
住

促
進
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
計
画

に
お
け
る
居
住
促
進
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
、
農
山
村
エ
リ
ア
９

地
域
の
皆
様
か
ら
御
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
令
和
６
年
度
末
に
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。
同
時
に
、
農

山
村
エ
リ
ア
に
お
け
る
人
口
減
少

へ
の
対
応
を
早
急
に
進
め
て
い
く

た
め
、
令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、

計
画
策
定
と
同
時
並
行
で
居
住
促

進
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
検

討
し
つ
つ
、
一
部
の
取
組
に
つ
い

て
は
、
計
画
策
定
に
先
行
し
た
形

で
着
手
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

本
計
画
の
計
画
期
間
は
、
第
二
次

山
口
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
計
画
期

間
と
合
わ

せ
、
令
和

９
年
度
ま

で
と
考
え

て
い
る
。

問答

高志会
伊藤 斉 

定住 農山村エリア居住促進計画について

　
　
山
口
市
農
山
村
エ
リ
ア
居
住

促
進
基
本
方
針（
案
）は
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る

半
径
５
０
０
ｍ
の
範
囲
の
農
地
転

用
を
緩
和
し
、
集
落
の
住
ま
い
を

集
約
し
よ
う
と
す
る
考
え
で
は
な

い
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
見
直
し
を

求
め
る
が
い
か
が
か
。

　
　
本
方
針
の
居
住
促
進
の
取
組

は
集
落
の
集
約
化
を
図
る
も

の
で
は
な
く
、
農
用
地
区
域
の
除

外
を
具
体
的
な

住
宅
開
発
計
画

に
限
定
し
、
確

実
な
住
宅
開
発

と
定
住
人
口
の

増
加
に
結
び
つ

け
た
い
。

　
　
農
地
転
用
に
よ
る
太
陽
光
発

電
に
は
問
題
が
あ
る
。
環
境

保
全
の
た
め
事
業
者
の
無
秩
序
な

開
発
を
規
制
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
住
宅
開
発
以
外
の
農
地
転
用

は
想
定
し
て
い
な
い
。
こ
う

し
た
考
え
の
下
、
関
連
計
画
の
策

定
や
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
公
立
幼
稚
園
・
公
立
保
育
園

問答問答

日本共産党
大田 たける

定住 農山村の居住促進方針は集約ではなく開発規制を

　
　

市
は
、
先
端
事
業
を
展
開
す

る
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
い

る
。
日
本
で
は
、
い
つ
ど
こ
で
災

害
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、

防
災
産
業
が
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
る
が
、
市
の
今
後
の
企
業

誘
致
へ
の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　

本
市
で
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
雇
用
の
創
出
を
目
的

と
し
て
、
今
後
成
長
が
見
込
ま
れ

る
分
野
の
う
ち
、
次
世
代
自
動
車
、

次
世
代
住
宅
、
健
康
食
品
、
医
療

品
・
医
療
機
器
の
４
つ
の
分
野
の

集
積
を
図
り
、
地
域
経
済
活
性
化

へ
の
寄
与
及
び
市
内
事
業
者
の
技

術
又
は
地
域
資
源
の
活
用
が
期
待

で
き
る
重
点
立
地
促
進
分
野
と
位

置
づ
け
、
優
遇
制
度
を
充
実
す
る

こ
と
で
誘
致
活
動
を
推
進
し
て
き

た
。
防
災
分
野
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
重
点
立
地
促
進
分
野
の
見
直

し
の
際
に
、

国
の
経
済

政
策
や
県

の
動
向
等

を
踏
ま
え

て
研
究
し

て
い
き
た

い
。 問答

高志会
伊藤 青波

産業 防災産業を企業誘致の対象に！
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中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
子

ど
も
や
保
護
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
希
望
す
る
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
（
包
括
）
の
推
進
を
検
討
し
て

は
い
か
が
か
。

　
　
中
山
間
地
域
に
お
け
る
課
題

に
は
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
組
み
合
せ
た
利
用
や
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
範
囲
の
拡

大
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援

員
確
保
、
高
齢
者
施
設
等
で
の
預

か
り
な
ど
地
域
内
の
社
会
資
源
の

柔
軟
な
活
用
に
つ
い
て
知
恵
を
出

し
合
い
、
地
域
の
力
も
借
り
な
が

ら
協
議
、
検
討
す
る
場
を
持
ち
た

い
。
ま
た
、
障
が
い
児
支
援
と
子

育
て
支
援
が
双
方
向
か
ら
緊
密
に

連
携
し
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
地

域
で
共
に
成

長
で
き
る
よ

う
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン

の
推
進
を

図
っ
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
れ

問答

未来志行山口
大來 尚順

福祉 温かな子どもの発達支援を目指して！

　
　
お
祭
り
の
安
全
管
理
等
を
含

め
た
受
入
体
制
の
整
備
と
宿

泊
環
境
整
備
の
強
化
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
伺
う
。

　
　

山
口
祇
園
祭
や
山
口
七
夕

ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
は
、
多

く
の
来
場
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
人
員
配

置
や
安
全
管
理
な
ど
受
入
体
制
の

環
境
整
備
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

本
市
の
宿
泊
拠
点
で
あ
る
湯
田
温

泉
街
の
維
持
・
存

続
に
向
け
た
支
援

の
拡
充
に
よ
り
、

宿
泊
機
能
の
維

持
・
強
化
を
図
る
。

スポーツ
地
域
活
性
化
の
た
め
レ
ノ

フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ
の
最
大
活
用

を

　
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
に
向
け
た
レ
ノ
フ
ァ
山

口
Ｆ
Ｃ
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ
が
地
域

に
根
づ
き
好
循
環
を
生
み
出

す
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
に
発
展
し
て
い
く
と

考
え
、
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図

り
、
交
流
の
機
会
を
増
や
し
て
い

く
。 問答問答

未来志行山口
鳥養 祐矢

観光 観光客増加に対応する安全対策と宿泊環境整備

　
　
脱
炭
素
先
行
地
域
の
推
進
に

つ
い
て
、
令
和
５
年
度
の
取

組
状
況
と
令
和
６
年
度
の
取
組
内

容
、
地
域
脱
炭
素
に
向
け
た
市
全

体
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

令
和
５
年
度
は
、
Ｅ
Ｖ
の
公

用
車
を
活
用
し
た
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、

中
心
市
街
地
で
は
省
Ｃ
Ｏ
２
設
備

導
入
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。
ま

た
、
地
域
新
電
力
会
社
設
立
に
向

け
た
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
き

た
。
令
和
６
年
度
は
、
新
本
庁
舎

へ
の
高
効
率
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
を
図
る
と

と
も
に
、
令
和
７
年
１
月
か
ら
の

地
域
新
電
力
会
社
に
よ
る
電
気
供

給
事
業
の
開
始
に
向
け
た
諸
準
備

を
進
め
て
い
く
。
今
後
も
、
市
全

体
の
発
展
に
つ
な
が
る
地
域
脱
炭

素
の
取
組
を
部
局
横
断
的
に
進
め

る
こ
と
で
、
便
利
で
安
全
安
心
な

活
力
の
あ

る
地
域
社

会
の
形
成

に
つ
な
げ

て
い
き
た

い
。 問答

未来志行山口
米本 太郎

環境 地域脱炭素への積極的な取組を！

　
　
山
口
市
中
央
消
防
署
整
備
基

本
計
画
に
関
し
、
現
在
の
庁

舎
に
な
い
新
た
な
機
能
と
工
事
期

間
中
の
体
制
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

新
た
な
機
能
と
し
て
、
職
員

の
感
染
防
止
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
考
慮
し
た
個
室
型
の
仮
眠

室
、
執
務
室
や
仮
眠
室
か
ら
車
庫

へ
直
接
出
場
で
き
る
専
用
階
段
、

防
災
服
等
を
着
用
し
な
が
ら
災
害

情
報
等
を
共
有
で
き
る
出
場
準
備

室
、
訓
練
施
設
と
し
て
も
使
え
る

見
学
ス
ペ
ー
ス
や
体
験
施
設
を
整

備
す
る
。
ま
た
、
工
事
期
間
中
は
、

教
育
委
員
会
の
新
本
庁
舎
へ
の
移

転
後
の
市
役
所
別
館
を
仮
設
庁
舎

と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
特

別
救
助
隊
の
一
部
機
能
を
大
内
出

張
所
に
分
散
配
置
し
、
出
場
体
制

と
訓
練
環
境
の
確
保
に
努
め
る
。

問答

地域政党　やまぐちの風
竹中 一郎

消防 新たな機能が充実した中央消防署整備で体制強化
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長
門
峡
県
立
自
然
公
園
内
に

あ
る
生
雲
渓
の
遊
歩
道
の
復

旧
と
警
告
看
板
の
外
国
語
併
記
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
聞
く
。

　
　

遊
歩
道
は
、
県
立
自
然
公
園

内
に
あ
り
、
県
が
主
体
的
に

整
備
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
全
線
復
旧
は
困
難
と

の
こ
と
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
簡

易
な
遊
歩
道
の
修
繕
、
堆
積
し
た

落
ち
葉
な
ど
の
除
去
、
転
落
防
止

の
た
め
の
ロ
ー
プ
の
修
復
等
に
つ

い
て
、
今
後
も
県
、
地
域
と
協
議

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
立

入
禁
止
看
板
の
外
国
語
表
記
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
す
る

こ
と
で
、
長
門
峡
遊
歩
道
全
体
の

安
全
性
と
魅
力
向
上
に
努
め
た
い
。

問答

市民クラブ
山見 敏雄

観光 生雲渓の安全性と魅力の向上を図る

　
　

令
和
６
年
度
か
ら
、
国
の
定

期
接
種
化
に
先
行
し
て
50
歳

以
上
の
方
へ
の
接
種
費
用
の
半
額

助
成
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
接
種

想
定
者
数
な
ど
、
事
業
概
要
に
つ

い
て
お
尋
ね
す
る
。

　
　
帯
状
疱
疹
の
発
症
予
防
に
は

健
康
管
理
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
有
効
と
さ
れ
、
希
望
者
の
自
己

負
担
に
よ
る
任
意
予
防
接
種
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
接
種
費
用
の
助

成
制
度
は
、
助
成
額
を
接
種
費
用

の
半
額
程
度
と
し
、
生
ワ
ク
チ
ン

は
４
千
円
を
１
回
、
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
は
１
万
円
２
回
を
上
限
に
、

い
ず
れ
か
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
助

成
す
る
た
め
、
事
業
費
８
７
２
万

円
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。
想
定

接
種
者
数
は
、
生
ワ
ク
チ
ン

９
８
０
人
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

２
４
０
人
と
し
て
い
る
が
、
希
望

者
が
想
定
を
上
回
る
場
合
に
は
、

希
望
者
全
員

が
制
度
を
活

用
で
き
る
よ

う
、
所
要
の

予
算
措
置
を

講
じ
た
い
。

問答

公明党
山本 敏昭

医療 帯状疱疹ワクチン接種費用の一部助成スタート！

　
　
中
国
地
区
電
線
類
地
中
化
協

議
会
山
口
地
域
部
会
で
強
く

訴
え
る
た
め
に
市
独
自
の
計
画
が

必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
現
在
本
市
が
進
め
て
い
る
無

電
柱
化
事
業
は
、
令
和
７
年

度
を
目
途
に
完
成
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
他
の
路
線
に
お
け
る
無
電
柱

化
の
優
先
順
位
を
整
理
し
、
山
口

県
無
電
柱
化
推
進
計
画
に
位
置
づ

け
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
次
山
口

市
総
合
計
画
は
も
と
よ
り
、
防
災
、

安
全
・
円
滑
な
交
通
確
保
、
景
観

形
成
・
観
光
振
興
の
観
点
に
関
連

す
る
部
門
計
画
と
の
整
合
を
図
り

速
や
か
に
無
電
柱
化
路
線
の
選
定

や
優
先
順
位
づ
け
を
行
う
。
議
員

提
案
の
市
の
推
進
計
画
は
、
現
在

策
定
を
進
め
て
い
る
山
口
市
道
路

整
備
計
画
の

中
で
位
置
づ

け
、
早
期
事

業
化
に
つ
な

が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い

く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
子
育
て
支
援
対
策

○
教
育
行
政

問答

公明党
栗林 正

安全 無電柱化推進対策の新たな目標対策について！

　
　

令
和
７
年
度
に
は
、
周
防
鋳

銭
司
設
置
後
１
２
０
０
年
を
、

ま
た
、
令
和
６
年
度
に
は
、
生
誕

２
０
０
年
と
な
る
大
村
益
次
郎
の

資
料
も
展
示
す
る
鋳
銭
司
郷
土
館

が
開
館
40
周
年
を
迎
え
る
。
多
く

の
節
目
が
重
な
る
時
期
に
お
け
る

文
化
財
の
活
用
に
係
る
考
え
を
聞

く
。

　
　
周
防
鋳
銭
司
設
置
１
２
０
０

年
記
念
事
業
、
鋳
銭
司
郷
土

館
開
館
40
周
年
及
び
大
村
益
次
郎

生
誕
２
０
０
年
に
関
連
し
て
、
令

和
６
年
度
、
令
和
７
年
度
に
様
々

な
記
念
事
業
を
実
施
す
る
。
こ
れ

ら
の
事
業
は
、
地
域
の
歴
史
文
化

資
源
を
市
内
外
の
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
と

捉
え
て
い
る
。
今
後
も
文
化
財
行

政
の
推
進
を
図
り
、
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問答

県都創生山口
野村 幹男

文化 文化財　史跡周防鋳銭司跡の活用

史跡　周防鋳銭司跡

長門峡遊歩道の案内看板
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山
口
県
農
業
試
験
場
跡
地
利

用
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
、

諸
課
題
が
あ
る
中
で
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
伺
う
。

　
　

令
和
６
年
度
に
、
渋
滞
対
策

や
雨
水
排
水
対
策
な
ど
諸
課

題
の
対
応
に
係
る
調
査
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
山
口
県
農
業
試
験
場

跡
地
が
位
置
す
る
大
内
地
域
は
、

山
口
都
市
核
の
居
住
誘
導
区
域
と

し
て
重
要
な
エ
リ
ア
で
あ
り
、
若

者
の
定
住
人
口
増
加
、
若
者
が
住

み
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
若
者
・
子
育
て
世
代
を
引
き

つ
け
、
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
幅
広
い
世
代
で
広
が
る
よ
う
な
、

山
口
の
未
来
を
牽
引
す
る
機
能
や

施
設
の
充
実
を

図
り
、
若
い
世

代
の
意
見
等
も

踏
ま
え
な
が
ら

跡
地
利
用
に
係

る
取
組
を
進
め

た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○�

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

施
策
に
つ
い
て

問答

継続力の会
植野 伸一 

都市「元気な県都づくり！」へ、どのように寄与？

　
　
令
和
６
年
度
予
算
は
過
去
最

大
規
模
で
あ
る
。
歳
入
の
増

加
に
資
す
る
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
公
有
財
産
の
う
ち
従
来
の
用

途
・
目
的
を
終
え
た
も
の
は

普
通
財
産
と
し
て
売
却
や
貸
付
け

を
行
い
、
令
和
４
年
度
は
約
１
億�

２
千
万
円
の
収
入
を
得
た
。
ほ
か

に
も
、
公
有
財
産

の
空
き
ス
ペ
ー
ス

の
貸
付
け
や
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
、
ふ

る
さ
と
納
税
、
企※

業
版
ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後

も
財
政
運
営
計
画

に
沿
っ
た
健
全
な

財
政
運
営
を
行
っ

て
い
く
。

　
　
歳
出
削
減
の
た
め
の
民
間
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
限
ら
れ
た
財
源
で
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
持
続
す
る
に
は
、
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
や
民

設
民
営
な
ど
民
間
事
業
者
と
の
連

携
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
事
業

効
果
が
高
い
も
の
は
民
間
活
用
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問答問答

未来志行山口
馬越 帝介

行政 行財政改革の取組について

　
　

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り
、

大
規
模
災
害
が
い
つ
ど
こ
で

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

に
あ
る
。
国
道
９
号
の
木
戸
山
ト

ン
ネ
ル
か
ら
仁
保
入
口
交
差
点
ま

で
の
区
間
に
つ
い
て
は
早
急
な
防

災
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
期
成
同

盟
会
設
立
後
の
事
業
化
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
国
道
９
号
の
当
該
区
間
の
防

災
対
策
調
査
の
た
め
、
交
通

量
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、
道
路
整
備

に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
、

防
災
・
減
災
の
推
進
、
産
業
・
経

済
の
発
展
、
地
域
間
交
流
・
連
携

の
促
進
、
救
急
医
療
の
速
達
性
の

確
保
、
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
確

保
の
５
つ
を
整
理
し
た
。
今
後
も

関
係
市
町
と

連
携
し
、
早

期
事
業
化
を

目
指
し
て
引

き
続
き
要
望

活
動
を
強
化

し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
過
疎
地
域
の
集
落
対
策

問答

未来志行山口
原 真也

交通 国道９号の早急な防災対策を

　
　
元
気
な
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
地
域
資
源
の
活
用
や
磨
き
上

げ
な
ど
を
通
じ
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
元
気
創
出
や
地

域
に
対
す
る
愛
着
、
誇
り
の
醸
成

を
図
る
地
域
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
具
現
化
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

市
や
県
の
補
助
金
だ
け
で
な
く
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

様
々
な
制
度
活
用
も
視
野
に
入
れ

た
総
合
的
な
財
政
支
援
の
仕
組
み

を
検
討
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
構
想
、
計
画
、
実
行
と
い
っ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
、

必
要
に
応
じ
、
関
係
部
局
に
よ
る

相
談
対
応
や
専
門
家
の
派
遣
な
ど
、

伴
走
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

嘉川地域の子どもみこし

●
そ
の
他
の
質
問

○
産
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て

問答

高志会
有田 敦

協働「協働のまちづくり」の理念に回帰する

企業版ふるさと納税
企業が地方公共団体の地方創生の取組
に対して寄附を行った場合に法人関係税
を最大９割控除する制度。

渋滞が発生している国道９号
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本
年
１
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・

タ
イ
ム
ズ
紙
が
山
口
市
を
取

り
上
げ
た
こ
と
で
、
瑠
璃
光
寺
五

重
塔
は
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
露
山
堂
な
ど
の
周

辺
施
設
で
は
、
設
備
の
故
障
や

木
々
の
立
ち
枯
れ
が
見
ら
れ
、
整

備
が
十
分
と
は
言
い
難
い
。
瑠
璃

光
寺
五
重
塔
周
辺
施
設
の
整
備
を

積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
る
が
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
を
は
じ
め

と
す
る
香
山
公
園
に
お
い
て

は
、
歴
史
、
文
化
、
自
然
を
感
じ

ら
れ
る
美
し
い
観
光
空
間
の
維
持

管
理
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
整
備
不
良
箇
所
に
つ
い
て
は

現
況
を
調
査
し
、
関
連
部
署
と
連

携
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
修
作
業

等
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問答

英知会
宮川 英之

観光 瑠璃光寺五重塔周辺施設の整備について

　
　
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
の
導

入
は
、
市
内
企
業
の
経
営
者
、

労
働
者
に
対
し
て
効
率
的
な
資
産

形
成
と
福
利
厚
生
を
実
現
で
き
る
。

ま
た
、
働
く
方
に
対
し
、
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
機
会
も
提
供

で
き
る
。
し
か
し
、
本
制
度
の
認

知
度
が
低
い
た
め
、
中
小
企
業
で

の
導
入
率
は
１
％
以
下
と
非
常
に

低
い
。
人
材
採
用
、
人
材
定
着
等

市
内
企
業
の
人
材
確
保
に
つ
な
が

る
本
制
度
の
導
入
を
支
援
を
し
て

は
い
か
が
か
。

　
　

企
業
型
確
定
拠
出
年
金
は
、

制
度
自
体
の
浸
透
が
十
分
に

図
ら
れ
て
い
な
い
状
況
だ
と
考
え

る
。
事
業
者
に
要
望
を
伺
い
な
が

ら
、
人
材
確
保
、
人
材
定
着
に
つ

な
が
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、

年
金
制
度
の
周
知
に
向
け
て
関
係

機
関
と
連
携

し
必
要
に
応

じ
て
実
施
す

る
こ
と
を
検

討
し
て
い
き

た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
資
金
運
用
に
つ
い
て

問答

市民クラブ
野村 雄太郎

就労 資産形成と福利厚生で市内で働く人の支援を！

　
　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

は
、
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
合
宿
の
誘
致
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
交
流
促
進
を
担
う
組
織
で
、

行
政
で
は
で
き
な
い
又
は
不
得
意

な
分
野
に
お
け
る
成
果
を
期
待
し

て
設
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
宇
部

市
な
ど
で
既
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
、

本
市
で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

は
い
か
が
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
宿

泊
施
設
の
立
地
条
件
等
の
強
み
を

生
か
せ
る
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ

り
、
現
在
、
山
口
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
と
連
携
し
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
つ
な
が

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
う

し
た
外
部
団
体

等
を
交
え
て
、

他
市
の
取
組
等

を
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
て

い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
市
政
へ
の
市
民
参
画　

○
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進

◯
文
化
振
興
策

問答

公明党
村上 満典 

スポーツ スポーツを通じた交流促進のために! !

　
　
不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
傾

向
に
あ
る
中
、
一
人
一
人
の

学
び
の
機
会
の
確
保
に
向
け
た
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
学
び
、
一

人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
個
別
最
適

な
学
び
の
実
現
の
た
め
、
多
様
な

不
登
校
対
策
の
推
進
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
御
所
見
を
伺
う
。

　
　
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

環
境
の
確
保
が
大
変
重
要
と
認
識

し
て
い
る
。
自
分
の
夢
に
自
信
を

持
っ
て
一
歩
踏
み
出
せ
る
心
の
居

場
所
づ
く
り
や
、
全
て
の
子
ど
も

達
が
学
び
た
い
、
楽
し
い
と
思
え

る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
、

笑
顔
が
広
が
る
「
教
育
の
ま
ち
山

口
」
を
目
指
し
て
い
く
。

第三次山口市教育振興基本計画
13Pより抜粋

●
そ
の
他
の
質
問

○
救
急
出
場
件
数
の
増
加
対
策

問答

未来志行山口
坂井 芳浩

教育 多様な学びの保障に踏み込んだ不登校対策を！

春の瑠璃光寺五重塔
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会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は

雇
用
の
不
当
な
空
白
期
間
を

作
ら
な
い
継
続
雇
用
が
可
能
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
学
期
雇

用
に
よ
り
不
当
な
空
白
期
間
を

作
っ
た
。
制
度
を
熟
知
し
て
い
な

い
職
員
の
怠
慢
で
あ
り
、
非
は
な

い
会
計
年
度
任
用
職
員
に
負
担
が

か
か
ら
な
い
よ
う
対
応
す
べ
き
で

は
。

　
　
御
迷
惑
を
お
か
け
し
深
く
お

詫
び
す
る
。
返
還
方
法
の
相

談
に
応
じ
る
な
ど
負
担
軽
減
に
努

め
た
い
。
ま
た
、
学
期
間
雇
用
を

通
年
雇
用
と

す
る
と
と
も

に
再
発
防
止

の
取
組
を
確

実
に
実
行
す

る
。

　
　
雇
用
契
約
を
一
日
付
け
に
や

り
直
す
こ
と
で
返
還
請
求
の

根
拠
が
な
く
な
り
、
双
方
に
不
利

益
が
な
い
解
決
方
法
で
あ
る
と
提

案
す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
契
約
そ
の
も
の
は
有
効
と
考

え
て
お
り
、
遡
っ
て
雇
用
開

始
時
期
を
修
正
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

問答問答

日本共産党
尾上 頼子

行政 会計年度任用職員の通勤手当返還請求は撤回せよ

　
　
小
郡
都
市
核
に
お
け
る
飲
食

店
や
小
売
サ
ー
ビ
ス
業
等
の

出
店
支
援
、
駐
車
場
整
備
な
ど
の

戦
略
的
な
環
境
整
備
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
山
口
商
工
会
議
所
の
要

望
項
目
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
令
和
６
年
度
に
新
山
口
駅
周

辺
の
現
況
調
査
を
実
施
す
る

中
で
関
係
者
の
意
見
も
伺
い
な
が

ら
整
理
し
、
令
和
７
年
度
の
予
算

編
成
を
視
野
に
入
れ
出
店
支
援
制

度
の
設
計
に
取
り
組
む
。
駐
車
場

整
備
等
は
、
民
間
事
業
者
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
都
市
計
画
手
続
を
経

た
後
、
第
三
次
山
口
市
総
合
計
画

を
見
据
え
た
取
組
を
想
定
し
て
い

る
が
、
極
力
前
倒
し
で
進
め
た
い
。

新山口駅上空から見た
小郡都市核

●
そ
の
他
の
質
問

〇
障
が
い
者
の
差
別
解
消

問答

山口蒼志会
中野 光昭

産業 小郡都市核の戦略的な環境整備の在り方

　
　
既
に
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
の
影
響
を
受
け
て
い
る
阿

東
地
域
で
昨
年
11
月
に
ド
ロ
ー
ン

配
送
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ
た
が
、

地
域
内
の
配
送
を
検
討
す
る
に
当

た
り
、
住
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に

吸
い
上
げ
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
伺
う
。

　
　
配
送
効
率
の
悪
い
中
山
間
地

域
で
は
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
配
送
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す

る
意
向
を
聞
き
取
り
、
整
理
し
た

上
で
今
後
の
取
組
に
つ
な
げ
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
証
事

業
を
実
施
す
る
中
で
、
地
域
の
声

や
課
題
等
を
抽
出
し
な
が
ら
他
の

選
択
肢
も
検
討
し
、
配
送
事
業
者

と
も
連
携
し
、
持
続
可
能
な
仕
組

み
の
構
築
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問答

最燃焼
安河内 淳朗

生活 どうなる中山間の物流、2024年問題にせまる

　
　
（
仮
称
）
山
口
市
武
道
館
の
候

補
地
と
し
て
、
や
ま
ぐ
ち
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
及
び
周
辺
の

活
用
が
考
え
ら
れ
る
。
老
朽
化
し

た
施
設
の
改
修
で
は
な
く
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
検
討
さ
れ
て
は

い
か
が
か
。

　
　

や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

パ
ー
ク
へ
の
武
道
館
整
備
は
、

既
存
施
設
と
の
併
設
も
併
せ
て
検

討
す
る
こ
と
が
望
し
い
と
す
る
市

武
道
館
建
設
検
討
委
員
会
の
留
意

事
項
を
踏
ま
え
る
と
、
候
補
地
の

選
定
を
進
め
る
中
で
可
能
性
を
大

い
に
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
施

設
配
置
に
関
し
て
も
検
討
を
行
っ

て
い
る
。（
仮
称
）
山
口
市
武
道
館

が
武
道
振
興
の
拠
点
に
ふ
さ
わ
し

い
施
設
に
な
る
と
と
も
に
、
武
道

競
技
人
口
の
底
上
げ
や
競
技
力
の

向
上
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、

武
道
関
係
団
体

等
か
ら
の
御
意

見
や
御
提
案
を

賜
り
な
が
ら
武

道
館
整
備
基
本

計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
く
。

問答

県都創生山口
瀧川 勉

スポーツ（仮称）山口市武道館建設について！

阿東地域で行われた
将来のドローンによる配送を

想定した実証実験
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泉 

裕
樹 

議
員
の

御
逝
去
を
悼
み
ま
す

　
泉
裕
樹
議
員
が
去
る
二
月
一

日
に
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
平
成
二
十
二
年
に
市

議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
四

期
十
三
年
九
カ
月
に
わ
た
り
山

口
市
の
発
展
の
た
め
大
い
に
御

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を

表
し
、
御
生
前
の
御
功
労
と
御

人
徳
を
し
の
び
、
心
か
ら
御
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

山
口
市
議
会

（
略
歴
）

・
教
育
民
生
委
員
会
副
委
員
長

　
　�

平
成
二
十
四
年
五
月
十
八

日
か
ら
平
成
二
十
八
年
五

月
十
八
日

・
教
育
民
生
委
員
会
委
員
長

　
　�

平
成
二
十
八
年
五
月
十
九

日
か
ら
令
和
二
年
五
月

十
七
日

・
総
務
委
員
会
委
員
長

　
　�

令
和
二
年
五
月
十
八
日
か

ら
令
和
四
年
四
月
三
十
日

・
生
活
環
境
委
員
会
委
員
長

　
　�

令
和
四
年
五
月
十
七
日
か

ら
令
和
六
年
二
月
一
日

　
　
令
和
４
年
９
月
議
会
で
大
内

文
化
特
定
地
域
の
背
骨
と
も

い
え
る
国
道
９
号
か
ら
南
側
の
県

道
山
口
旭
線
、
い
わ
ゆ
る
竪
小
路

筋
に
つ
い
て
、
県
か
ら
移
管
を
受

け
て
市
で
整
備
す
る
よ
う
求
め
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　

県
道
山
口
旭
線
は
、
大
内
文

化
特
定
地
域
の
中
心
軸
で
あ

り
、
中
心
商
店
街
や
亀
山
周
辺
と

の
回
遊
性
の
向
上
を
図
る
上
で
重

要
な
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

該
地
域
の
顔
と
な
る
道
路
景
観
を

形
成
す
る
た
め
、
道
路
の
美
装
化

等
の
修
景
整
備
を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
、
道
路
管
理
者
で
あ
る

県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
道
路

の
維
持
管
理
上
必
要
な
修
繕
等
を

県
で
実
施
後
、
令
和
６
年
度
末
を

目
途
に
移
管
を
受
け
、
令
和
７
年

度
か
ら
調
査
や
計
画
策
定
、
関
係

機
関
と
の

調
整
を
進

め
、
令
和

８
年
度
か

ら
の
事
業

着
手
を
目

指
す
。

問答

県都創生山口
倉増 賢治

都市 大内文化特定地域のまちづくり

　
　

Ｊ
Ｒ
宇
部
線
は
南
部
の
活
性

化
に
重
要
で
あ
る
が
、
大
型

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
混
雑
す
る
。

来
訪
者
や
住
民
の
利
便
性
の
確
保

に
係
る
Ｊ
Ｒ
へ
の
働
き
か
け
や
、

宇
部
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
市
の

取
組
状
況
を
伺
う
。

　
　
国
内
外
か
ら
の
来
訪
者
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
山
口

宇
部
空
港
等
か
ら
の
多
様
な
移
動

手
段
と
し
て
Ｊ
Ｒ
宇
部
線
は
重
要

と
考
え
て
お
り
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
改
札
機
の
導
入
や
混
雑
時

の
増
便
、
増
結
な
ど
の
対
応
を
Ｊ

Ｒ
に
働
き
か
け
て
い
く
。
ま
た
、

宇
部
市
と
は
異
な
る
都
市
特
性
を

補
完
し
な
が
ら
都
市
連
携
の
取
組

を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
連
携
を

深
め
つ
つ
広
域
県
央
中
核
都
市
づ

く
り
を
進
め
、
県
央
部
や
県
全
体

の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問答

徳孤会
山本 浩二

交通 ＪＲ宇部線の現状と課題・宇部市との連携

阿知須駅に進入する
JR宇部線の電車

議会からのお知らせ議会からのお知らせ 先進地に学ぶ視察報告
詳しくは、二次元コードからご覧ください。

１/25
教育⺠⽣委員会
ステップアップルームについて
●山口市立大内中学校
　本市では、在籍する学級での学習や
生活が困難となった生徒に個別の支援
を実施するステップアップルームを市
内３つの中学校に設置しており、その
うちの一つである大内中学校の取組を
視察しました。
　事業概要をはじめ取組の成果や大内
中学校ならではの取組を確認するとと

もに、実際に利用している生徒の皆さ
んともお話しをす
ることができ、現場
の様子がよくわか
りました。
民間が実施する
放課後児童クラブについて
●株式会社佐藤商会（山口市中河原）
　放課後児童クラブは、さらなる受け
皿の確保が必要な状況にあります。そ
の手段の一つとなり得る民間事業者の
活用について見識を深めるために、民

間学童保育クラブ Little.Seekers を運
営されている株式会社佐藤商会の視察
を行いました。
放課後等デイサービスにおける
肢体不自由児の療育について
●デイサービス ラ・ベルヴィ（山口市木町）
　障がい支援体制の充実や理解促進が
求められている中、実際にサービスを
提供されている現場の声に触れるこ
とが重要であると考え、デイサービス 
ラ・ベルヴィを訪問し、施設を見学す
るとともに、お話しを伺いました。

山口市都市核づくりビジョンに
描かれた“竪小路筋”イメージ図

やまぐち市議会だより　2024.515



議会や市議会だより、ホームページ等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所： 〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局 「議会の感想」 宛て

ご感想をお寄せください

●山口市議会ホームページ
https://www.city.
yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

●インターネット録画中継
https://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

議会の内容をウェブでご覧いただけます

● ２７日 市議会だより等編集委員会（以下、「編集委
員会」）

● ９日 会派代表者会議
● １２日 編集委員会
● ２５日 教育民生委員会行政視察
● ２９日 山口市議会議員研修会
● ３１日 全国市議会議長会基地協議会第１０８回理

事会
  全国市議会議長会基地協議会第８７回総会

● ９日 会派代表者会議、議会運営委員会、執行部
説明会

● １６日 第１回定例会初日（～３月１４日最終日）
● １９日 議会運営委員会
● ２６日 編集委員会
● ２９日 議会運営委員会

● １１日 議会運営委員会
● １４日 議会運営委員会

全国各地から行政視察にお越しいただきました。
■受け入れ団体（１月～３月）７団体
　１月１１日 愛知県春日井市議会
　１月１５日 東京都足立区議会
　１月２３日 大分県大分市議会
　１月２５日 大分県中津市議会
　１月２６日 佐賀県唐津市議会
　１月３０日 佐賀県佐賀市議会
　１月３１日 北海道議会
行政視察を通じ、本市の取組や魅力をＰＲしていきます。

議会の主な動き

おいでませ山口へ（行政視察の受け入れ）

１月

レノファ山口FCのホーム戦で盛り上がるスタジアムの様
子です。レノファ山口FC2024シーズンスローガンは
「総力」。３月定例会では全議員が登壇するなど、山口
市議会も「総力」で取り組んでいきます。

【表紙写真】

6/9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 7/1 2 3 4 5 6

日 月 火 水 木 金 土

10：00～17：00
ケーブルで生中継

本会議
（初日）
10：00～

本会議
10：00～
（一般質問・質疑）

本会議終了後
予算決算
委員会

予算決算
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

次号は８月発行です

委員長　大田たける　　副委員長　野村雄太郎
委　員　大來尚順・鳥養祐矢・米本太郎・倉増賢治
　　　　野島義正・栗林　正・有田　敦・山本浩二
　　　　安河内淳朗・植野伸一

市議会だより等編集委員会
編　集　後　記

　みなさんからのご意見に紙面でお応えするべく、議会の様子をわかり
やすくお伝えできるよう、委員と力を合わせこの２年間編集委員長とし
て務めてきました。ありがとうございました。「見やすくなった」の声が喜
びです。今後もご意見をよろしくお願いします。（大田）
　山口市の公式ＬＩＮＥでも市議会だよりが見られるようになりました。
ぜひ皆さん、ご覧になってください。（野村）

次回定例会日程のお知らせ
（予定）

会議日 は傍聴ができます。

陳情の受付…５月29日（水）まで　請願の受付…６月５日（水）まで12月

２月

３月

令和６年山口市二十歳のつどい
（１月７日）

令和６年山口市消防出初式
（１月７日）

本会議
（最終日）
10：00～

や
ま
ぐ
ち
市
議
会
だ
よ
り

第
71号

令
和
6年（

2024）５
月
１
日
発
行
 

〒
753-8650　

　
　
　
　
　
　
 TEL:083 -934 -2854　
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